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はじめに

著者等は本研究第 1報においてウエステルマン肺吸虫

：~Paragonimus 初出termani） メタセノレカリアを 1 コ宛同

腹の仔犬7頭に経口感染せしめ，感染後84日より 142日

に至る種々の期間に剖検して，検出された虫体の発育並

びに宿主側における病変について詳細に観察した結果，

7頭中 3頭に胸腔内に遊離した虫体を検出し，感染後142

日を経るも未だ成熟産卵せず，多数感染の場合にみられ

る成熟虫体に比較して著るしく小さく且皐丸，卵巣等の

生殖器系臓器の発育が高度に遅延し未分化であった事を

報告した．さらに単数寄生の場合においては，肺臓に虫

体の侵襲による可成り強い病変をみとめるにも拘らず，

虫嚢形成のみとめられないことも同時に指摘しておい

た．今回は 10頭の仔犬に各々 3コ宛のワエステノレマン

，肺吸虫メタセノレカリアを経口投与し 224日に至る種々

の期聞に全例を剖検し虫体の寄生状況，その発育等の寄

生虫学的検索を実施すると共に，感染後35日より 224日

に至る種々の期間に採血し，これらの血清を用いて補体

，結合反応を実施して両者の所見を対比考察し聯か興味あ

る所見を得たのでここにその成績の概要を報告したい．

実験材料と方法

ウエステノレマン肺吸虫メタセノレカリアは前回と同様に

6静岡県狩野）I ［産のモクズガニより型の如く分離し生後約

3カ月以上の仔犬 10頭に夫々 3コ宛のメタセノレカリア

をピペットにて少量の水と共に口腔内奥深くに注入し確

実に嘱下せしめた猶これら 10頭の仔犬は感染前予め

反覆糞便検査によって肺吸虫卵のない事をたしかめ，感

染後もそれぞれ独立した犬小屋内にて飼育管理を厳重に

行った 10頭の内 3頭が感染後 174日， 210日及び223

日目に自然死をとげたが，爾余の 7頭は何れも 224日目

に全例を剖検した．苦lj検に際しては宿主内虫体の寄生状

況（寄生部位，寄生虫体数等）及び病変を詳細に観察し

検出された虫体は 1部は圧平染色標本となし他はそのま

まホノレマリン固定とした．

猶感染前及び感染後約1カ月毎に全例共前肢又は後肢

の静脈より 5cc宛採血後， 血清を分離し補体結合反応

を行った補体結合反応術式については既に報告されて

いる横川・粟野（1956）法によった．尚 AMSIII法によ

る糞便検査も実施し，虫卵の糞便内出現状況についても

併せ観察した．

実験成績

(1）剖検所見並に検出虫体の寄生虫学的所見

10頭についての剖検所見のうち虫嚢形成の有無及び

検出虫体数，及びその寄生部位は TableIに示した如

くである．各例における剖検所見の概要は以下の知くで

ある（TableI, II, Plate I, II，参照）．

No. 1: 224日目剖検， 3虫検出

左葉間肋膜の高度の癒着，肥厚の他，大小新旧の出血

斑を多数みとめ下葉前面に小指頭大の定形的虫嚢が 1コ

存在していた．虫嚢内には 2虫存在し多数の肺吸虫卵が

みられた．猶右胸腔内にも 1虫をみとめたが右肺臓にお

ける病変は軽度であった．

この右胸腔内遊離の 1虫は左肺の虫嚢内に認められた

2虫と比較すると，大きさは著しく小さく且非薄で，圧

平染色標本として鏡検すると皐丸卵巣，子宮等生殖器

官の発育程度が著しく遅延し，器官の細胞構築も疎で充

本研究費の一部は丈部省科学研究費（肺吸虫研究班）の補助を受けた．ととに附記して謝意を表する．
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Table I. Experimental infection of puppies with three metacercariae of P. westermani 

V
A
 

P
＋
i

o
》

O
R
U
e
－
 

a
a
汀

t
・1
E

o
e
r
v
 

N
m
m
．伊

a
 

x
 

E

d

 

nu

・m

N

m

 

No. 1 

No. 2 

,0. 3 

No. 4 

No. 5 

No. 6 

No. 7 

No. 8 

i、；o.9 

Ko. 10 

Number and location of worms 
No. and 
凶esof recove工吐竺~P~Y__ Patholo♂ical findings 

worm- in worm- in pleural TotaL of the lungs 
cyst cyst cavity n~moer 

ot worms 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

3 1 (1) 

1 (r) 
、、I
Je
 

v
A
 

2

M

 
a
 

m
 

，rt
、

(immature) 

3 

3 1 (r) 

1 (1) ー
l
，

、1
j

e

e

 

v

i

γ

ム

2

U

2

M

 

a

a

 

m

m

 

，，，‘
、

，

，t、、

。

3 1 (r) 

。
、、，JV
A
 

，ft
、

寸
l
A

。 1 
(immature) 

。

、、，，
，
l
 

，，，‘
、

市
l
A

2 
(mature) 

。

1 (r) 

3 
(two ma-
ture, one 
immature) 

。

2 
(mature) 

。
、、｝ノ

γ
A
 

，f
t
、

’zム 、、，
ノ

凸
」Y

A
 

2

M

 

ー，，‘ m
 

’’at
、

。

(mature) (mature) 

2 1 
(mature) (immature) 

Days from v 
infection 子ggsin 

reces 
to autopsy -

3 

interlobar pleurisy and 
aclhaesion in left lung, 
many haemorrhagic fie-
cks in right lung 

localized pleural thicke-
ning and old haemorrha・ 224
gic flecks in right lung 

like as the above in ri- つつA

ght and left lungs 】~－.. 

broad pleural thickening 
and chronic haem 223 
gic pneumoni in right 
lung 

interlobar pleural adhae-
sion and old haemorrha- 224 
只esin left lung 

＋ 

224 days ＋ 

2 ＋ 

‘〉
】 ＋ 

1 

つ
】

3 
like as the above chan- 210 
ges in right lung 

＋ 

2 
many haemorrhagic foci つつA

in right and left lung "'""..,_ 

interlobar pleurisy and 
cirrhosis of the right 174 
lung ancl old hacmorrha-
gic fleck古 inleft lung 

＋ 

＋ 

') 
］ 

like as the above ＋ 224 

3 like as the above ＋ 224 

(r) ・right lung (1) ・left lung 

Table II. Results of complement fixation test for Paragonimiasis 

No. 
No. worms 

before J51~r:c 105 ~~r:c 140 ~~r~c 188 ~~r:c 224 d~r:c 
Animal己

recovered 
infection 

after - after - after - after - after i 
at autopsy tion tion ti on ti on tion 

ー一回国一

No. 1 3 

+ 121~さ）） ） ） ） +t ~l 十 ~18 ~l ＋＋十 l~Hl El！~ g; l¥o. 2 つ + 10. + 10. + 10. 
No. :3 2 + (24. + 15. + 13. 
No. 4 l* + 14. 
No. 5 2 + 22. 

件＋ g~ ：~~ 件＋ ~~~： g~ 
+ t・8l 十十（50.3) 

No. 6 3 + 15. 
No. 7 ‘叫〉 + 10. + (25.5) 
No. 8 2 

件tmJltl~Jl T~l No. 9 3 + 26. + ~12.~~ 件＋ ~~~：~~ No. 10 3 + 28. + 11. 

Abbreviation : - negative reaction 

+ less than ×30 in dilution of serum 

-It moce than×31 If 

( ) antibody titer shownas dilutions of antiserum 

* immature worm 
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No.、 No. lo 

が著しく右肺下葉に大なる虫嚢1コをみとめ内に 2虫を

検：出した．

虫体所見は No.2のそれに略々類似し何れも成熟し

産卵していた．

No. 4: 223日目自然死，剖検， 1虫検出．

右肺臓の所々に限局性肋膜肥厚像と出血斑を数コみと

めたが本例では右胸腔内に可成り多量の渉出液の貯留を

みとめた猶検出された虫体は 1虫のみで右下葉の肺表

面に吸着していたがどこにも虫嚢の形成はみとめられな

かった．

虫体は著しく小さく且非薄で圧平染色標本として鏡検

するに卵巣，皐丸は辛うじて定形的分岐をみとめるが細

胞成分も齢、く且あたかも腺管様構造を示し，甚だ未分化

的発育段階にあるものであった．子宮もその形態は鮮明

を欠き卵形成は全くみとめられなかった．

No. 5: 224日日剖検， 2虫検出，

左肺下葉に lコの虫嚢をみとめた他は比較的病変にと
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 Plate I. Comparison of the size of which were 

removed from the infected puppies, No. 1, 

No. 4, No. 6, No. 9 and No. 10 
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Plate II. Location of the worm-cysts and worms in the infected puppies 

実性を欠き，子宮内には未だ卵形成が全くみとめられな ぼしかった虫寝内には 2虫寄生しており，多数の虫卵

かった．即ち虫嚢内の 2虫が明らかに成熟産卵していた の存在も認めた

にも拘らず l虫遊離のものでは，同一虫令にもかかわら これらの虫体は何れも No.1, 2及び3における虫嚢

ず未だ成熟していなかった． 内寄生の虫体と同様で成熟虫体であった．

No. 2: 224日目剖検， 2虫検出． • No. 6: 210日目自然死，剖検， 3虫検出，

右側肺臓には多数の出血点及び局限性肋膜肥厚像をみ 右肺下部前面に栂指頭大の 1コの虫棄をみとめ内に 3

とめるとともに，下部に 1コの虫嚢を認め内に 2虫が検 虫を検出した右肺葉聞には可成り高度の肋膜癒着をみ

出された．虫嚢内の 2虫は何れも成熟し虫嚢内に多数の とめ大小の出血巣もみられた．

虫卵をみとめ，その大きさも No.1の仔犬における虫 虫体所見では本例においてのみ lコの虫褒内に 3虫の

嚢内の 2虫と類似していた 寄生をみとめたが，この内 1虫は他の 2虫に比較して大

No. 3: 224日自に剖検， 2虫検出， きさも略々 1/l程度であり且著しく非薄で、あった庄平

左右両肺共に多数の出血斑をみとめ肋膜の肥厚癒着像 染色標本として之を観察するに他の 2虫は共に成熟して
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小たが，この 1虫のみは未だ卵形成の像は全くみとめら

れず、卵黄導管内に黄褐色頼粒を充満するのみであっ

た．然し，皐丸，卵巣，子宮等は可成り成熟虫体のそれ

に近く，分化していた．

No. 7: 224日日，剖検， 2出検出．

ぷ肺k葉にかなり広範な肋膜併眠をみとめた他，左肺

i二葉に 1コの定形的虫莞をみとめた．その内に 2虫が生

存寄生しており虫体所見はi'ili述の成熟虫体と同様大きく

且成熟産卵していた．

No. 8 : .174日目自然死，剖検， 2虫検出

ホ肺全般及び左肺の中葉部は無気肺状で所々に限同性

肋膜肥厚像をみとめた．猶イ｛肺下部外側部に抑指頭大の

1コの虫漢をみとめ内に 2虫を検出した．虫体は何れも

大きく且成熟産卵中のもので， No.7におけると略々同

様な所見を得た

No. 9: 224日目剖検， 3虫検出．

右肺下部に定型的虫褒 1コを中心として肋IJ莫肥厚及び

出血肺炎悌をみとめた．虫浪内に 2虫生存し何れも成熟

虫体で、虫海内には褐色泥状物と共に多数の虫卵がみとめ

られた．猶左肺においては下莱の小指頭大の出血巣の部

に1虫が吸着していた．虫体所見として本例で興味ある

点は左肺表面に吸着していた l虫はイ［肺虫嚢内 2虫に比

し小さく ;)l：薄ではあったが，明かに子宮内に多数の虫卵

を蔵しており成熟した虫体で、あった．

i¥o. 10: 224日目剖検， 3虫検出

右肺下莱に大きさ掃指頭大の虫力軍1コをみとめ内に 2

虫生存寄生していた．猶同側胸腔内に遊離の 1虫を確認

した．右肺何れの肺葉にも大小の山血斑及び限局性肋膜

肥厚像をみとめ縦隔賓肋膜炎が著明であった．

虫｛本所見は虫褒内寄生の 2虫は何れも大きく成熟産卵

せるものであったが遊離した 1虫は著るしく小さく且非

薄で子宮内卵形成の所見はえられず生殖系臓器も未分化

性であった

(2）補体結合反応（C.F.T.）の成績

C.F.T.はメタセノレカリア投与前， 35日， 105日， 140

R, 188日日及び剖検直前の 224日日計6日に瓦って実

胞された．然し予定の 224日以前に自然死した 31f1J(No.

4, No. 6及び No.8）では最後の 1～2向欠如した事は

止むをえなかった．これらの成績は TableIIに示した

即ち感染前は全例共に陰性であったが感染後 35日の検

査では No.6及び No.7の2例を除く 8例はすべて陽

性であった．而して 35日以後の検査においても No.4 

2えび No.7を除きすべて陽性であった.No. 4では 35

9 

口円の第 1同円の検査で陽性（抗体価×14.8）を示したに

も拘らず以後223日に至るまでの 3回の検－;r1：では何れも

陰性であった．又 No.7では 188日目におこなった検

査において始めて｜場性（抗体価×10.O）となり以後224ri 

にはその抗体価は×25.5と上昇を示した. J，荷：＼o.6で

は35日目の第 l回のみ陰性を示し以後円然死に至るま

でに行われた 3同の検査は何れも陽性であった．即ち感

染後 1カ月前後には大多数の例では既に C.F.T.は陽性

を示し感染経過と共に遂次抗体価の上井を認めたが常に

上昇するとは限らない様である．只興味ある事は No.4 

の単数寄坐例では第 1同日の検査では陽性（抗体価×

14.8）を示したが雨後の検査では陰性となった事である．

この点については後に考察を加える事にする

総括及び考察

著者等はさきに本研究の第 1報におし、て、仔犬に.l)i.数

寄生をおこさせた場fr，感染後 142日を経過するも， H市

に虫嘆の形成はみられず虫体は胸腔内に遊離の状態で検

出され，然かも虫体は未成熟で子宮内に虫卵の形成が認

められなかったが，卵巣，皐丸の分化は或る程度みられ

たことから単数寄生の場台虫体は果して成熟するや否や

を明かにするためには更に長期間の観察が必要であると

報告した．

本実験では 10頭の仔犬に 3コ宛ウエステルマン肺吸

虫メタセノレカリアを投与した後山来る限り長期間の観察

を試みた．この場合著者等は， 10頭中恐らくその半数近

くは単数寄生がみられるものと予想し，単数寄生と， 2虫

以上の寄生の場合との比較が出来るものと考えていた．

所が著者等の想像以上に本種メタセノレカリアの感染率は

高く全実験例を通じて感染不成立に終った例は l例もな

く感染率は 100%で，然かも単数寄生例は l例のみで，

2虫寄生例が5例， 3虫寄生虫例が4例で， メタセノレカ

リア投与総数30コ中その 76.6%の23コが感染した．

従って単数寄生の場合についての例数は充分ではなか

ったが，虫体の発育と寄生数との関係において 2,3のf興

味ある知見を得る事が出来た．以下少しく考察を加えて

みたいー

I. 吾lj検所見及び寄生虫学的所見について

1) 虫体の成熟と寄生数との関係

単数寄生例は実験犬 No.4の僅か 1f刊にすぎ、なかっ

たが，本例では感染後 223日を経過するも尚虫体はホ肺

表面に遊離の状態で生存し，未成熟で子宮内に虫卵の形

成は認められなかった．所が 3虫寄生を認めた実験犬4

例中， No.1, No. 9 1えび No.10では 3虫の内 2虫は

( 9 ) 
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何れも虫褒内に寄生しており，これらの虫体は何れも完

全に成熟していた．然るに他の 1虫は何れも胸腔内遊離

の状態、で虫褒存在部以外の場所に見出され，然かも No.

1及び No.10のそれは未成熟で，子宮内に虫卵の形成

は認められなかった．只 No.9の遊離虫体は，成熟し

てはいたが，虫嚢内寄生のそれよりは遁かに小形で、あっ

た．又 No.6では 3虫同一虫嚢内に寄生がみられたが，

これら 3虫の内 2虫のみが同大でよく発育し，子宮内に

虫卵が見出されたが，他の l虫は小形で、未だ、子宮内に虫

卵は見出されなかった．

2虫寄生のみられた実験犬 No.2, No. 3, No. 5, 

No. 7及びNo.8の5頭では何れも虫嚢内に 2虫宛同棲

しており，これらの虫体はすべてよく発育し略々同大で

虫褒内に多数の虫卵が見出されている．尚10{7~中肺に

虫褒形成のみられた 9例ではすべて感染後70～80日の

聞に糞便内に虫卵の排出を認めている．

以kの点から虫褒内には 2虫宛同棲するのが原則で，

この場合は虫体の発育も速かで、略々一定の期間内には成

熟するが， 1虫のみ脊生の場合は発育は極めて遅延し，感

染後6カ月以上に達するも尚成熟の域に達しないと云う

ことは明かに云えるようである このことは著者等が既

に第 1報において報告した成績と一致し，又古くは桂田

(1892）‘横111定（1919）等が本虫は，互に相手をもとめ合

うと指摘した恐らく相互交接を原則とすると云うことと

密接な関係がある知くに思われる．然し乍ら相互交接以

外には性的に成熟しないかと云う点になると未だこの実

験のみでは不充分で未成熟の虫体と云えども生殖器の多

少の分化は認めていることから，更にこれより長期間の

観察が必要であろう．先きに著者ら（1958）は大平肺吸虫

の白鼠感染実験で単数寄生の場合でも，虫嚢の形成は認

められないが、胸腔内遊離の状態、でも成熟することを認

めているから，この点については肺吸虫の種の相異にも

とずくためか尚明かでない．

尚相互交接を原則とすれば， 前述の実験犬 No.6の

IP'J一虫寝内 3虫同棲の内の 1虫が未成熟であったのは，

未だ相互交接の機会を認めなかったと考えられるし，文

No. 9の1虫の遊離の虫体が成熟していたのは，最初虫

膏内に同棲し相互交接した後何らかの理由により虫褒を

脱出し他の部に相手をもとめて移動したのではないかと

も考えられる．とのことは同虫が成熟はしていたが，他

の虫褒内同棲の 2虫と比較し這かに小形で、あったという

ことからも或る程度推察出来るのではなかろうか．動物

感染実験で多数寄生の場合でも屡々全く未熟な虫体の見

出される事ーがあるがこれも以上の様な理由に基づくもの

かも知れない．尚ここに述べた相互交接という意味は極

めてあいまいで横川定（1916, 1919），桂田（1899）等が指

摘した如く同棲なる語の方が適当かも知れない．本例の

場合必ずしも適切な例とは考えないが，たとえば日本住

血吸虫は未だ幼弱な時期に雌雄抱合し，はじめて成熟産

卵するに至るが抱合しないものは雌雄共に性的成熟には

容易に達しないのに類似し本吸虫も亦雌雄同体とはいえ

未だ幼弱な時期にて 2虫相接して肺臓内に侵入し虫哀を

形成しその中に同棲の結果性的成熟に達するものと思わ

れる

2) 虫寝形成と寄生数との関係

本実験においても単数寄生の場合には虫褒の形成が認

められなかった．又3虫の内 1虫のみ遊離していた場合

には，その 1虫は虫奨を形成していなかった．ところが

2虫寄生の場合はすべて 2虫共に同一虫褒内に同棲して

いる事が証明された．僅か 2虫のみ寄生をみた場合でも

多数寄生の場合と同様に比較的広い胸腔内を移動し相手

を見出して，同一虫褒内に寄生すると云うことは，興味あ

る点である．虫麗形成機転においても，虫体の成熟と同

様に 2虫或いはそれ以上の同棲を必要とするという事実

は間違いないと思われるが，これが相互交接と直接の関

係があるかどうかは尚明かではない．然し実験犬 No.9 

の如くたとえ成熟虫体においても 1虫のみ遊離の場合は

虫！真の形成がみられなかったとし‘う点は興味がある．こ

の事は大村（1960）が犬又は猫の虫嚢から摘出したウエス

テルマン肺吸虫成虫を 2虫宛白鼠の腹腔内に移植実験を

試みた所比較的短期間の中に2虫共胸腔内に移行し且肺

臓に定型的な虫寝を形成したのに対して 1虫移杭の場合

では虫褒形成が認められなかった事を報告しているのと

一致している

3) 虫嘆形成部位について

肺における虫棄の形成部位については，動物実験では

右側に多いと云われてν、る．犬肺吸虫症については三浦

(1952）は自然感染の野犬 14頭の調査において虫実存在

部位の左右の分布状況は右63.8%に対して，左 37.7% 

であったとし遥かに右側に多い事を指摘しているが人体

肺吸虫症については伊藤（1959）は 57症例の有v線所見

患者の 148病巣の存在部位を検討し右肺88病巣に対し

左肺は 60病巣でその比率は右59.4%に対し左40.6% 

で右側に多いとのべている．最近著者ら（1960）も 16症

例の本症患者の外科的切除例を検討した結果虫褒の存在

部位は右 12，左2と遥かに右肺に多いことも報告した

( 10 ) 



が，貝田ら（1960）も亦 128コの虫嘆の 53.1%は右肺に

25 %は左肺にみとめた．本実験の如く犬肺吸虫症にお

いて只 lコの虫哀を形成する場合について興味を持った

がその結果は矢張り 9例中右側J6例，左側3例で且下葉

にみられた例が圧倒的に多かった．然し何故ホ側に虫褒

が多いかと云うことについては尚明かでない．

4) 虫体の移動について

虫体の移動については，人体例ではレ線所見から種々

論議され，又動物実験においても種々肯定されている．

本実験では，各例について説明した如く虫褒形成部位の

みならず，反対側の肺にも葉問肋膜の肥厚，癒着や大小

種々の出血巣，限局性肋膜欠損又は肥厚等種々の病変が

認められておることから，虫褒形成迄には両側の胸腔内

を同一虫体がかなり自由に移動しているものと推察され

る．

人体寄生例において感染初期に屡々両側性の肋膜炎の

像がみられるのも，かかる虫体の著明な移動性にもとず

くものと思われる

II. 補体結合反応成績について

1) 補体結合反応の陽転時期について

肺吸虫症の補体結合反応は比較的初期に陽性に出現す

ることは既に知られている所であるが，その根拠は主と

して実験的に多数寄生せしめた動物によるものである

かかる少数寄生例においては，如何なる態度をとるかに

ついては未だ報告をみない．本実験では 10例中 8例に

35日目において陽性の成績を示し，他の 1例は 105日目

に更に他の 1例では 188日目にはじめて陽性を示した．

感染後35日目と云えば虫体は胸腔内に移行した直後で

未だ肺に虫褒の形成がみられないのが通常で，虫体は勿

論未成熟で虫卵の産生は行われていない．かかる時期に

体ーか 1虫ないし 3虫の寄生で大多数の例が補体結合反応

が陽転すると云うことは興味深い点である．本症の流行

地において，屡々肺吸虫症の初期症状を疑わしめる如き

胸痛及び肋膜炎の症状を訴えても，これの確実な診断方

法はないとされていたが，上述の如き反応成績から推し

て恐らく補体結合反応によって，その目的を達し得るの

ではないかと考えられる．横）11 （宗） (1959）が既に報告し

ている知く肺吸虫症の皮内反応は，流行地における本症

のスクリーニングとしては最適な方法であるが，本反応

は感染後陽転する時期は比較的遅く又完全治癒後も陽性

反応が長期間つづくのに反し，補体結合反応は，感染後

比較的早期に陽転し， 完全治癒後は 1～3カ月後には陰

転すると云われているが，本実験によってもそのことが

11 

確認された訳である．尚 No.4の1虫寄生の例では 35

日目に陽転したのが，その後は陰転しているが，これは

胸腔内に 1虫のみ遊離の状態で見出されたことから考え

ると，その容生部位によっても補体結合反応は或る程度

左右されるのかも知れないが，この点については尚明か

でない．然し異所寄生の場合でも，皮下に虫体が見出さ

れた様な例では補体結合反応は陽性に出現している．

2) 補体結合反応抗体価と感染期間との関係

感染経過と共に補体結合反応の抗体価の上昇がみられ

るかどうかは甚だ興味ある点である． いま補体結合反

応の陽性度をその抗体価により，血清稀釈 30倍以下を

( +)' 31倍以上を（＋＋）とした場合本実験では殆んど全例

共各期間を通じて抗体価は×30前後を示しており，こ

の範囲内では No.3, No. 5, No. 7は多少期間の延長と

共に抗体価が漸次上昇している如く思われるが No.6, 

No. 9及び No.10の如きは，必ずしもそうではない．

著者等の経験では通常 20～30虫寄生犬では感染後半年

ないし 1年後には抗体価は×80～×100を示すのが通

常であるが，本実験の如く少数寄生例では抗体価の上昇

も緩慢でその点を明かにし得なかった．恐らくこれよ

り更に長期間の観察が必要であるかも知れない．尚人体

感染例では，僅か l虫寄生例でもその抗体価は×160或

いはそれ以上示す場合も少くない．

むすび

10頭の仔犬にウエステノレマン肺吸虫メタセノレカリア

を3コ宛経口感染せしめ 174日より 224日に到る経過期

日において逐次剖検し虫嚢形成の有無，虫体の寄生数，

寄生部位並に虫休の発育等について寄生虫学的及び病理

学的に観察すると共に各例について経時的に補体結合反

応を実施して少数寄生の場合における抗体価の変動等に

ついて検索し大略次の如き結果がえられた．

1) 全実験例に感染不成立に終ったものは l例もなく

感染率は 100%で寄生虫体数は l虫寄生が 1例， 2虫寄

生が 5ff1J, 3虫寄生は 4例で投与したメタセノレカリア総

数 30コに対して 23コ（76.6%）が感染していた．

2) 虫；混形成は 2虫及び3虫寄生の実験例のみに各々

1コ宛認められ虫礎内には 2虫宛（ 1例のみ3虫）寄生が

みられたが 1虫のみ寄生のものでは虫褒形成がみとめら

れず胸腔内に遊離していた．

3) 虫褒形成部位は右肺に 6例，左肺に 3例で且下策

にみとめられたものが多かった

4) 虫褒内に 2虫宛寄生していた虫体は何れも大きく

成熟し産卵をみとめたが 1葉中 3虫寄生のものの 1虫は

( 11 ) 
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形状著るしく他の 2虫に比較して小さく未成熟虫体であ

った．

他方1虫のみ胸腔内に遊離していた虫体及び3虫寄生

例で虫褒外に認められた虫体は何れも小さく且未成熟で

発育の著明な遅延がみとめられた．

5) 肺臓においては虫褒形成の外，多くは両側性に肋

膜肥厚や出血性肺炎像をみとめ虫体の移動性が著るしく

高いことを推察せしめた．

6) 補体結合反応は 10例中 7{f1Jに35日にして陽性に

出現し爾後剖検に至るまで陽性を持続した．然るに爾余

3例では陽転時期が多少遅延し或は途中で陰転したが，

之れには寄生虫体数及び虫体の発育或いは寄生部位等が

関与するものの如くであった．

7) 少数寄生の場合における補体結合反応の抗体価の

変動から単数寄生或は異所寄生等における臨床診断的価

値についても考察した．
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'STUDIES ON EXPERIMENT AL INFECTION OF DOGS WITH THREE 

METACERCARIAE OF PARAGON/MUS WESTERMAN! 

(KERBERT, 1878) BRAUN, 1899. 
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of Health, Tokyo, Japan.) 

On the previous paper the authors reported on the studies on experimental infection of 

do只swith a single metacercaria of Paragonimus westermani. 

In this experiment 3 metacercariae of P.初出tennaniwere feel to each of 10 puppies. 

Complement Fixation Tests (C.F.T.) were carried out successively in all cases and they were 

autopsied during the period from 17 4 clays to 224 days after infection. 

The results are as follows ; 

1) All of 10 puppies were infected with Paragonimus westermani as follows; Single 

worm infection : 1 case, 2 worms infection : 5 cases and 3 worms infection : 4 cases. 

2) No worm-cyst formation was found in the case of a single worm infection and the 

worm was not yet sexually developed even 188 days after infection. 

3) Worm-cysts in which two worms lived together were found in each of the five ca己es

of 2 worms infection and all of the worms were well sexually developed. 

4) 3 worms were found together in the worm cyst of the one case of 3 worms infections 

and 2 of them were well sexually developed and one of them was immature. 2 worms were 

found together in the worm cyst and one was found freely in pleural cavity in each of the 3 

other cases of 3 worms infections. The worms which lived together in the worm-cysts were all 

well sexually developed but the other worms which were found freely in pleural cavity were 

all still sexually immature. 

5) C.F. T. of 8 cases out of 10 cases became positive in 35 days after infection, and the 

positive reactions continued until the period of autopsy of these cases. 

6) In the other 2 cases C.F.T. became positive in 105th clay and 188th clay after 

infection respectively, and in one case in which only a single immature worm was found in 

pleural cavity became negative again on 105th day after infection and still negative here after. 

7) The authors concluded that the cross fertilization (or living together) should be 

neses回 ryfor the sexual maturity of the worms of Paragonimusτvestermani and also it should 

be related to the worm-cyst formation. 

And the authors immunologically considered that the amonut of the antibody of C.F. T. 

in serum should be closely related to the numbers, the grade of development and parasitic location 

-of the worms in the host. 
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